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１．概要（Summary） 

色鮮やかな野菜に含まれているカロテノイドは共役二

重結合を持つ天然の脂質で、その一種であるリコピンは

深赤色の天然着色料として使用されている。また強力な

抗酸化作用があるので機能性食品への利用も進んでい

る。天然リコピンである trans 体は結晶成長しやすく加工

性や吸収性が悪く、その向上には nm サイズの微粒子に

するのが効果的である。従来は粉砕や溶液内での貧溶

媒晶析によって微粒子化されたが粒子径が大きく、摩擦

熱や加熱による劣化や有機溶媒の残留溶媒の懸念もあ

る。そこで本研究では、リコピンを cis 異性化することで、

結晶成長し難くして超臨界二酸化炭素（SC-CO2）に可溶

にするとともに、この SC-CO2溶液を大気圧へと急速膨張

する超臨界流体急速膨張（RESS）法によってリコピンの

ナノ微粒子化を試みた。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

走査型電子顕微鏡 S5200, S4300 

【実験方法】 

ジクロロメタン中で trans リコピンを 80℃で加熱すること

で cis 異性化率 76.0%のリコピンを得た。これに含まれる

未反応の trans体をろ過で除去して cis異性化率 97.8%

のリコピンを得た。これらを40℃・25MPaのSC-CO2に溶

解させてノズルから大気へと噴霧させた。SC-CO2 の急速

膨張によってリコピンの溶解度が瞬時に低下して微粒子

として析出した。得られたリコピン微粒子をフィルターで回

収し、SEM観察により粒径を、順相HPLCにより cis体の

含有の有無を、粉末 XRDで結晶性の有無を確認した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1の SEM観察から、97.8%cis リコピンからは平均

粒径 46 nm のナノ粒子が確認された。このナノ粒子は

Fig. 2の HPLCの結果から cis リコピンであり、Fig. 3の

粉末 XRD からアモルファス構造であることが明らかにな

った。これは cis 異性化によってリコピン分子の二重結合

部分が折れ曲がったことで分子間力が弱くなった事が原

因である。 

 

       

４．その他・特記事項（Others） 

リコピンの分析・精製についてご教授を賜りました名城

大学理工学部の本田真己助教に感謝致します。  

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

６．関連特許（Patent） 

なし。 

Fig. 1 Lycopene powder obtained by RESS method. 

(Left cis-isomerization 76.0%, right 97.8%) 

Fig. 2 HPLC of lycopene powder. 

Fig. 3 XRD spectrum of lycopene powder. 


